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概要 
2005 年 4 月、富士通は PRIMEQUEST の販売開始により、エンタープライ
ズサーバの製品ラインを拡充しました。Linux および Windows のオペレー
ティング環境や、 Intel プロセッサを搭載したサーバに魅力を感じるユー
ザが増加していることに富士通は以前から着目していました。 Itanium 2
搭載の PRIMEQUESTは、ミッションクリティカルな Linux環境や Windows
環境で高パフォーマンスサーバを必要とするユーザのニーズを満たすも

のです。  
 
富士通の PRIMEQUESTは、8プロセッサモデルの PRIMEQUEST 420が追加
されたことにより、中規模からハイエンドの範囲に相当する Itanium ベー
スのサーバを提供しています。PRIMEQUEST は、ミッションクリティカ
ル環境で SPARC/Solaris PRIMEPOWERシステムと相互に補完しあうもので
す。現在リリースされている Madison 9M チップを搭載したモデルとして、
新たに加わった中規模機の PRIMEQUEST 420、 16 プロセッサの
PRIMEQUEST 440、そして 32プロセッサまで拡張可能な PRIMEQUEST 480
という製品ラインナップになります。 
 
PRIMEQUEST は標準の Intel プロセッサを採用していますが、だからとい
って PRIMEQUESTが競合他社の Itaniumベースのプラットフォームと同等
であるということではありません。メインフレームや RISC プラットフォ
ームを設計してきたエンジニアのノウハウを活用して、ミッションクリ

ティカルな運用を保証する、独自性のあるサーバを開発したのです。こ

のホワイトペーパーでは、他の競合製品とは一線を画す PRIMEQUEST の
先進的な設計に焦点を当てます。 
 

はじめに 
長年メインフレームやエンタープライズクラスの UNIX サーバを開発して
きた歴史から、富士通はビジネスに不可欠なコンピューティングのニー

ズを満たす堅牢なシステムをユーザに提供する業界リーダーとしての地

位を確立しています。  
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富士通は PRIMEPOWERの継続的なエンハンスと SPARC64へのコミットに
より、ユーザをサポートし続けます。事実、Sun Microsystems は今後共同
で販売する SPARCベースの Solarisサーバファミリーの開発については、
富士通の助力を仰いでいます。  
 
また、64 ビット化が始まって以来、ハイボリュームの業界標準ソリュー
ションに対する市場要求が強くなっていると富士通は感じています。

PRIMERGY は、Intel Xeon と AMD Opteron プロセッサ上で Windows および
Linux が稼動します。PRIMERGY は、先進的なブレードソリューションか
らスケーラブルな中規模システムまでに対応しています。 
富士通は、Linux 上でのエンタープライズアプリケーションの利用をユー
ザが望んでいるということを把握しています。オープンソースの Linux コ
ードが徹底的に調査されているという事実から、これらのユーザは Linux
がセキュアな環境を提供できるという安心感を持っています。例えば、

政府機関は特定のベンダーによってロックインされることよりも、Linux
が提供するオープンでコラボレイティブな環境を選択しています。さら

に、Linux や Windows は複数のプラットフォーム上で稼動し、広範な開発
者コミュニティがあり、拡張アプリケーションの種類も豊富です。 
 
PRIMEQUEST は業界標準に対応したソリューションをミッションクリテ
ィカルエンタープライズ領域へ拡げます。この Itanium 2 ベースのファミ
リーは、富士通のノウハウを活用して設計された、可用性に富む強力な

サーバです。PRIMEQUEST を導入することで、エントリや中規模モデル
で運用されることの多かった Linuxまたは Windows上で信頼性を求められ
るエンタープライズアプリケーションを実行できます。 
 
2005 年 4 月、富士通は PRIMEQUEST ファミリーの先駆けとして、ハイエ
ンドの PRIMEQUEST 440および 480モデルを発表しました。現在、新規追
加された PRIMEQUEST 420 により、富士通のミッションクリティカルな
Itanium サーバは中規模サーバにまで拡大しました。最大で 8 プロセッサ
まで構成できる PRIMEQUEST 420 モデルは、1～8 個の Itanium Madison プ
ロセッサをサポートしており、ユーザに可用性の高い中規模サーバを提

供します。PRIMEQUEST製品ラインは、420、440、および 480モデルで構
成されており、Itanium プロセッサを最大 32 個まで搭載できます。富士通
によれば、デュアルコアの Montecito チップが入手可能になった際には、
プロセッサ能力も 64プロセッサコアまで拡張されるということです。 
 
PRIMEQUEST 440 と 480 は、2005 年夏から出荷されています。すでに
PRIMEQUEST を導入している富士通ユーザからは、機能に満足している
と報告されています。しかしながら、PRIMEQUEST の機能をまだよく知
らない潜在的なユーザが多くいます。 
 
富士通のコンピューティングシステムは、世界的に高い評価を受けてい

ます。富士通は、日本で 50 年以上もコンピュータを供給してきており、
コンピュータシステムの主導的な供給者であり続けています。富士通と

INTELは ITANIUMへの関与を継続   

Itanium 2を採用していない一部の
ベンダーは、Itaniumをニッチ製
品であると位置付けようとして

います。このようなベンダー

は、Itaniumの出荷量は Xeonに対
抗できないとし、Intelはハイエ
ンドプロセッサをエンハンスす

ることに興味を失ったと主張し

ます。  

明らかに、これは真実ではあり

ません。Intelは、ハイボリュー
ムチップとエンタープライズチ

ップの両方のファミリーの拡大

を図ることを繰り返し強調して

います。Intelは、エンタープラ
イズサーバや業界標準サーバに

は、要件の異なるチップ設計が

必要であるとしています。確か

に、小規模な業界標準サーバは

ハイボリュームで出荷されるこ

とになりますが、エンタープラ

イズサーバは高価であるため、

Intelにとっては非常に利益の上
がる市場になる可能性がありま

す。 

Intelは業界共同体の「Itanium 
Solutions Alliance」を熱心にサポ
ートしており、Itanium 2とその後
続チップの資金として数十億ド

ルを投じ続けています。富士通

も、Itanium Solutions Allianceの創
立メンバーであり、Itaniumはビ
ジネスクリティカルな集中コン

ピューティング環境に最適であ

ることを実証しています。 

 
 



2006年 3月 PRIMEQUESTサーバ: Linuxと Windowsによるミッションクリティカルサーバ  

ホワイトペーパー | © 2006 Ideas International, Inc. 3 

シーメンスのパートナーシップは、ヨーロッパにおいてより高い評価を

受けています。北米ではメインフレームサプライヤとして重要な役割を

担っていたことがあります。しかし、メインフレームが特化された役割

に進化したため、ユーザはハイボリュームのプラットフォームのサプラ

イヤに注目していきました。現在、ユーザは再び信頼性の高いシステム

を探しています。PRIMEQUEST はビジネスに不可欠なコンピューティン
グのニーズに対応しています。このホワイトペーパーでは、PRIMEQUEST
をまだよく知らないユーザのために、富士通の Itanium サーバファミリー
の利点を取り上げます。 
 

業界標準でありながら他に類のないアプローチ 
ユーザの視点からすると、業界標準のプラットフォームを選択すること

によって、複数のベンダーの提案を検討できるという自由が得られます。

同時に、ベンダーは業界標準に準拠しながら、自社システムの差別化を

図るという課題に取り組んでいます。 
 
富士通の場合、PRIMEQUEST はミッションクリティカル領域に適した堅
牢なサーバを提供することに焦点を当てて差別化を図っています。事実、

ハイエンドサーバは、ハイエンドプロセッサによって約束されたパフォ

ーマンスを提供できなければなりません。富士通では、メインフレーム、

スーパーコンピュータ、および 128-way の SPARC SMP を開発したエンジ
ニアを活用して、遅延時間が低く、高帯域幅のシステムバスを

PRIMEQUEST に組み込みました。エンジニアたちは、パフォーマンスの
設計だけではなく、冗長性を通じて高い可用性を実現しました。富士通

が設計したチップセットは、アドレスバスやデータバスだけでなく、メ

モリまでもミラー化して構成できます。 
 
PRIMEQUESTシステムのミラーアーキテクチャは、Standard Mirror Modeと 
Extended Mirror Mode の 2 つのモードを提供します。これらのいずれも、
ロックステップで稼動する冗長ハードウェアを構成します。その結果、

これらのコンポーネントのいずれかに障害が発生しても、PRIMEQUEST
のパーティションには障害が発生しません。Standard Mirror Modeは、冗長
システムバスを提供します。Extended Mirror Mode は、複数のメモリビッ
トエラーまたはメモリモジュール全体の障害からの保護として、メモリ

までも二重化します。 
 
また、PRIMEQUEST はホットプラグもサポートします。例えば I/O ユニッ
ト、ファンおよびファントレイ、電源装置、System Management Board、
オペレータパネル、およびキーボード /ビデオ /マウス(KVM)ユニットなど、
ほとんどのコンポーネントがホットプラグ可能となっています。  
 
また、PRIMEQUEST はクラスタ化してさらに可用性を高めることができ
ます。従来の物理的に別個のサーバを 2 台以上で構築するクラスタだけ
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ではなく、PRIMEQUEST 440と 480 は、同一サーバ内のパーティション間
クラスタもサポートしています。 
 
PRIMEQUEST の高可用性機能は、エンタープライズ市場の他の競合サー
バとは一線を画しています。このホワイトペーパーでは、これらの競合

サーバより優れた利点である PRIMEQUEST の特徴のいくつかを取り上げ
ます。1  
 

PRIMEQUESTファミリーの概要 
PRIMEQUEST ファミリーは、拡張性、共有メモリ、シンメトリックマル
チプロセッサ(SMP)を有する 3 つのモデルから構成されます。このシステ
ムは、システムボード (SB)、 I/O ユニット (IOU)、クロスバー、および
System Management Module というモジュール型の要素によって構成されて
います。各システムボードには、4 つのプロセッサチップと 32 のメモリ
DIMM スロットがあります。このシステムボードはクロスバースイッチに
接続されているため、すべてのメモリと I/Oはすべてのプロセッサからア
クセスできます。図 1(次ページ)に、PRIMEQUEST ファミリーのブロック
図を示します。PRIMEQUEST 480 は、8 つのシステムボードすべてを装着
でき(図に示したとおり)、32 個の Itanium 2 プロセッサチップを使用でき
ます。PRIMEQUEST 440は 4つのシステムボードと 4つの IOUから構成さ
れており、最大で 16 プロセッサのシステムとして構成できます。最近発
表されたモデル 420は、最大で 2つのシステムボードと 2つの IOUを装着
でき、1～8 個の Itanium 2 プロセッサチップを持つ中規模システムを構成
できます。   
 
一見したところ、図 1 は他のモジュール式のスケーラブルな SMP のハイ
レベルのブロック図と同様です。しかし、富士通がスーパーコンピュー

ティングやメインフレームのノウハウを生かして、競合製品より低い遅

延時間でより高い帯域幅を得られるクロスバースイッチを開発したこと

は、ブロック図だけではわかりません。例えば､ 32 プロセッサの
PRIMEQUEST 480の場合、I/O帯域幅のピークが 75 GB/sであるのに対して、
32プロセッサコアの IBM p5-590では I/O帯域幅のピークは 48 GB/sになっ
ています。8プロセッサの PRIMEQUEST 420の相互接続チップセットは、
25.6 GB/sクロスバー帯域幅を提供するのに対して、HPの sx1000チップセ
ットは、8プロセッサの HP rx7620に 8 GB/sの帯域幅を提供します。もち
ろん、ユーザは必ずしもすべてのチップセットの仕様を知っている必要

はありません。富士通の熟練したエンジニアリングチームが設計した

PRIMEQUEST は、同様のプロセッサチップを使用している他のモジュラ

                                                           
1  本ドキュメントは、2006 年 3 月に執筆されており、ここで取り上げた PRIMEQUEST と競
合モデルは、その時点で入手可能なものです。いずれ Montecito などの新しいプロセッサ
チップが販売されると、これらのアップグレードされたチップが新しいモデルに組み込

まれます。アップグレードされたモデルの詳細は、本ドキュメントで説明している内容

とは異なる場合がありますが、各ベンダーの全体的な製品ファミリーは、本ドキュメン

トで取り上げたものと一貫性があると思われます。  
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ー実装より高いシステムパフォーマンスを得られるということをユーザ

は高く評価しています。  
 
この図では、システムボードと I/Oユニットが互いに物理的に分離してい
ることに注目してください。これについては後述しますが、システムを

パーティション化すると、システムボードと I/Oユニットを独立して別個
のパーティションに割り当てることができます。これは、他の競合製品

にはない柔軟性です。   
 
図 1 を詳細に見ると、PRIMEQUEST の相互接続は、実際には複数のクロ
スバーファブリックとして実装されています。実際、複数の相互接続フ

ァブリックは、ユーザが PRIMEQUEST を高可用性のミッションクリティ
カルなコンピューティングとして信頼する重要な理由の 1つです。   
 
図 1 の相互接続ブロックは、複数のアドレスクロスバーとデータクロス
バーによって構成されています。Standard Mirror Modeでは、アドレスクロ
スバーは、ロックステップ二重化方式で実行されます。 
 
この概念をおおまかに説明すると、アドレスクロスバーは要求されたデ

ータのアドレスをすべてのメモリ、 I/O、およびシステムボードにブロー
ドキャストします。エラーが検出されなかった場合、不正な場所にデー

タが書き込まれることになりますが、これは後で深刻なシステムの障害

やデータの破損を引き起こす可能性があります。PRIMEQUEST には 2 つ
のアドレスバスが実装されています。各システムボードには、別個のチ

ップが搭載されており、それぞれアドレスバスのインターフェースとし

て機能します。Standard Mirror Mode操作は、これら 2つのアドレスバスを
同一のバストランザクションを二重化したコピーとして扱います。1 つの
バス(またはこれに関連付けられているチップセット)の断続的なエラー、
または障害は、システムの運用には影響を与えません。これは、二重化

されたミラーバスが正しいアドレス情報の独立したコピーを持っている

からです。2   
 
他のベンダーでは、アドレスの相互接続に各種のエラー検出メカニズム

を実装しています。しかし富士通は、標準の運用モードでミラー化され

たアドレスバスの冗長性を提供するという点で、他社より一歩先んじて

います。 
 
富士通のハードウェアデザインは、アドレスバスだけではなくデータバ

スも二重化されることに注目してください。Extended Mirror Mode は、ア
ドレスバスのミラー化と同じ方法で、このデータ相互接続を冗長的に構

                                                           
2  優れたメモリ性能と I/O トラフィックのある環境では、ミラー化されていない動作を選択
することで、両方のアドレスバスを使用してスループットを最大化できます。ただし、

富士通の見積もりによれば、ほとんどの作業負荷については、2 つのバスの予想される総
負荷が非常に低いため、1 つしか使用されず、もう 1 つはミラー化されたコピーとして使
用され、全体のパフォーマンスが 1%未満低下します。したがって、PRIMEQUEST サーバ
では、デフォルトのミラー化オプションは Standard Mirror Modeになっています。 

図 1 

PRIMEQUESTアーキテクチャの 
ブロック図  
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成します。しかし、ここでは Extended Mirror Mode の他の側面を取り上げ
る前に、PRIMEQUESTサーバのメモリ容量について説明しましょう。  
 

PRIMEQUESTの構成 
要件を最も満たすプラットフォームを選択する前に、ニーズを満たすた

めに適した機能を提供するソリューションの候補（ショートリスト）を

作成して、選択肢を絞り込んでおく必要があります。エンタープライズ

コンピューティングでは、アプリケーションの負荷を処理するために十

分なプロセッサ、メモリ、および I/Oを構成できるサーバを見つけること
になります。表 1 に示すように、PRIMEQUEST モデル 420、440、および
480 では、中規模からハイエンドまでの構成を提供します。どれもすべて
強力なプロセッサ、大量の高速 DDR2 メモリ、および必要な I/Oを装着す
るための十分な PCIスロットと内部ディスクベイを提供します。 
 
表 1. PRIMEQUESTの仕様  

PRIMEQUEST 
モデル 

プロセッサ 
GHz プロセッサ 

最大メモリ 
(DDR2) 

最大 PCIスロット 
(拡張した場合) 

内部  
ディスク 

PRIMEQUEST 
420 

Itanium 2 
1.5, 1.6 GHz 

1～8 256 GB 4 PCI-X 
2 PCI-Express 
(合計 18PCI-X/E) 

8 drive 
584 GB 

PRIMEQUEST 
440 

Itanium 2 
1.5, 1.6 GHz 

1～16 512 GB 16 PCI-X 
(64 PCI-X) 

16 drive 
2.35 TB 

PRIMEQUEST 
480 

Itanium 2 
1.5, 1.6 GHz 

1～32 1 TB 32 PCI-X 
(128 PCI-X) 

32 drive 
4.7 TB 

 
表 2 に示すように、IBM System p5 サーバは、同クラスの PRIMEQUEST サ
ーバと同等のメモリ容量を提供できません。たとえば、IBM の p5-550 と
p5-550Q は 64 GB の DDR2 メモリしか使用できませんが、PRIMEQUEST で
は、この 4 倍を使用できます。また、p5-590 がサポートする最大メモリ
は、より低速な DDR1であり、p5-590の DDR2の容量は 8分の 1になって
しまいます。  
 
表 2. IBM System p5の仕様  

IBM System p5 
モデル プロセッサ、GHz 

チップ/コア 
の最大数 

最大メモリ 
(注記があるもの 
以外は DDR2) 

p5-550 POWER5+: 1.65、1.9 GHz 2 / 4 64 GB 

p5-550Q POWER5+: 1.5 GHz 4 / 8 64 GB 
p5-560Q POWER5+: 1.5 GHz 8 / 16 128 GB 
p5-570 POWER5+: 1.9、2.2 GHz 8 / 16 512 GB (2.2 GHzの場合) 

256 GB (1.9 GHzの場合) 

p5-590 POWER5: 1.65 GHz 16 / 32 1 TB (DDR1) 
128 GB (DDR2) 
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表 3では、HP Integrityサーバのメモリも、PRIMEQUESTが提供するメモリ
容量には及ばないことが示されています。HP が出荷している Integrity プ
ラットフォーム(sx1000 チップセット使用)は、より低速な PC133 SDRAM
のみをサポートしています。最近、HP は DDR2 をサポートする新しいモ
デル(sx2000 チップセット使用)を発表しましたが、これらの新しいモデル
も PRIMEQUEST のメモリ容量には及びません。同様に、表 4 に示すよう
に、PRIMEQUEST は Unisys ES7000 のモデルと比較した場合でも、プロセ
ッサコアごとにより多いメモリ容量を構成できます。また、Unisys 
Itaniumプラットフォームの ES7000モデル 400の場合、パーティションご
とに最大で 16 の Itaniumチップに拡張できますが、これも、PRIMEQUEST 
480が提供するシングルシステムイメージの最大量の半分に過ぎません。  
 
表 3. HP Integrityの仕様  

HP Integrity 
モデル 

 
プロセッサ、GHz 

プロセッサの 
最大数 

最大メモリ 
 

rx7640 
(sx2000) 

Itanium 2: 1.6 GHz 
 

8  128 GB (DDR2) 

rx8640 
(sx2000) 

Itanium 2: 1.6 GHz 16 256 GB (DDR2) 

Superdome 
(sx2000) 

Itanium 2: 1.6 GHz 64 1 TB (DDR2) 

rx7620-16 
(sx1000) 

Itanium 2: 1.5, 1.6 GHz 
Itanium 2: 1.1 GHz (mx2) 

8  
16 (mx2) 

128 GB (SDRAM) 

rx8620-32 
(sx1000) 

Itanium 2: 1.5, 1.6 GHz 
Itanium 2: 1.1 GHz (mx2) 

16 
32 (mx2) 

256 GB (SDRAM) 

Superdome 
(sx1000) 

Itanium 2: 1.6 GHz 
Itanium 2: 1.1 GHz (mx2) 

64 
128 (mx2) 

1 TB (SDRAM) 

 
表 4. Unisys ES7000の仕様  

Unisys 
モデル 

 
プロセッサ、GHz チップ/コアの最大数 

最大 
メモリ 

ES7000 
モデル 400 

Itanium 2: 1.3, 1.5, 1.6 GHz 
Xeon: 2.8、3.0 GHz 

すべてのパーティション

で 32チップ 
パーティションごとに 
最大 16チップ 

パーティシ

ョンごとに 
256 GB 

ES7000 
モデル 600 

Xeon EM64T: 2.8、3.3 GHz 32 / 64 512 GB 

 
では、富士通はなぜ他の競合製品より多いメモリをサポートするように

PRIMEQUEST を設計したのでしょうか。これらの追加メモリは、メモリ
消費量が多いアプリケーションや、ミッションクリティカルな環境のメ

モリのミラー化に使用できます。  
 
多くのアプリケーションでは、メモリを大量に消費します。例えば、

Business Intelligence アプリケーションでは、トレンドやデータの関係を見
つけるために大量のデータを検索します。他のアプリケーションでは、

MONTECITOについては? 

現在「Madison 9M」プロセッサチ
ップは、PRIMEQUESTに使用され
ており、すべての RISC代替チッ
プに対して高い競争力を持って

います。近いうちに、劇的に新

しい Itanium実装が入手可能にな
ります。現在のコードネームは

「Montecito」です。Montecitoの各
チップには 2つのプロセッサコ
アが搭載されており、各コアは 2
つの命令ストリーム「スレッ

ド」を実行します。 

PRIMEQUESTモデルは、増分アッ
プグレードを行えるように設計

されており、Madisonと Montecito
システムボードの両方を搭載した

システムをサポートすることにな

っています。 

Montecitoが販売されると、
PRIMEQUESTのパフォーマンスは
劇的に増大します。PRIMEQUEST
を導入しているユーザは、

PRIMEQUESTを他のエンタープラ
イズサーバと差別化しているミ

ッションクリティカルな高可用

性の属性を享受しながら、今後

大幅にパフォーマンスを増大さ

せる可能性があることを待望で

きます。  
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多数の同時ユーザへのサービスを提供し、各ユーザは独自にデータを必

要とします。メモリを追加することは、パフォーマンスを向上するため

の最も簡単な方法になることがよくあります。ユーザは、アプリケーシ

ョンを調査して、よりメモリ容量が大きい PRIMEQUEST にはどのような
利点があるかを考慮する必要があります。さらに、PRIMEQUEST と他の
エンタープライズサーバを比較し、DDR2 と富士通独自の高パフォーマン
スインターフェースチップによってもたらされる利点を検証するとよい

でしょう。プロセッサコアごとに大量のメモリが必要な負荷がある場合、

PRIMEQUESTは競合機種では不可能な構成で使用できます。  
 
メモリ容量による制約を受けることのない他のユーザの環境でも、一般

的なシングルエラー訂正 /ダブルエラー検出 (SECDED; single-error-correct 
double-error-detect ) 誤り訂正符号(ECC;  Error Correcting Code )やシングルメ
モリチップ障害(チップキル耐性と呼ばれることもある)の対処等を越えた
高い可用性が必要とされることがあります。Extended Mirror Mode は、こ
のようなミッションクリティカルなエンタープライズ環境に、メモリと

データバスの冗長性を提供します。 
 

データのミラーリング 
業界で一般的であるように、富士通は ECC とチップキルを組み込んで、
メモリモジュールの障害がシステムのクラッシュを発生させる可能性を

最小限に留めています。それでもなおミッションクリティカルなユーザ

の環境では、さらに高い可用性が求められています。富士通は、標準で

アドレスバスのミラーリングに加えて、データクロスバーやメモリ自体

のミラーリングまでもオプションで提供しています。  
 
ミラーリングするように構成した場合、リソースはペア化され、同一の

機能が平行して実行されます。ペアの片方に障害が発生しても、もう片

方のリソースが有効な結果を提供し、システムは中断されることなく動

作を継続します。表 5に示すように、Standard Mirror Modeは、すべてのシ
ステムボードと I/Oユニットの間のアドレス相互接続として動作するアド
レスクロスバーをミラーリングします。Extended Mirror Modeは、4つのデ
ータクロスバーを 2 つの二重化構成された半分ずつとして配置してメモ
リを構成するため、各メモリのロケーションは 2 つの別個のメモリモジ
ュール内で二重化されます。 
 
表 5. PRIMEQUESTが提供するシステムミラー機構 

 Standard Mirror Mode Extended Mirror Mode 
アドレスバス ミラー化 ミラー化 

データバス 独立 ミラー化 

システムボード帯域幅 12.8 GB/sec. 6.4 GB/sec. 

IOU帯域幅 6.4 GB/sec. 3.2 GB/sec. 

メモリ 独立 ミラー化 
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 Standard Mirror Mode Extended Mirror Mode 
メモリ容量 100% 50% 

パフォーマンス >99% >95% 

 
PRIMEQUEST のデータクロスバーは、4 つの別個のデータパスで構成され
ます。それぞれのデータパスは、シングルビット ECC によって保護され、
システムと I/Oボードにはインターフェース専用チップがあります。より
高度な保護を必要とするユーザは、Extended Mirror Mod を使用すると、4
つのデータバスを 2 つのミラー化されたペアとして構成できます。デー
タバスがミラー化されると、システムボードインターフェースの回路も

ミラー化された構成で実行されるため、インターフェースの回路で発生

した障害や、バス自体の障害からシステムを保護できます。 
 
さらに重要なことは、Extended Mirror Mod ではメインメモリに格納されて
いるデータが二重化されることです。前述したように、メモリ ECC はシ
ングルビットエラーを修正するだけではなく、障害が発生したメモリチ

ップからすべての 4 ビットを再構成します。ただし、複数のエラーが発
生した場合、そのメモリロケーションの内容は、復元できません。メモ

リのミラーリングは、データを 2 つの別個のメモリチップのセットに二
重化します。複数のビットに障害が発生した場合、1 つのメモリロケーシ
ョンにエラーが発生しますが、同時にミラー化されたロケーションにエ

ラーが発生する可能性は非常に低くなっています。さらに、インターフ

ェース回路のミラーリングにより、回路障害によるシステム障害が回避

されるため、高度にミッションクリティカルなアプリケーションに必要

とされる、堅固なデータ整合性が得られます。 
 
もちろん、メモリのミラーリングによって、メモリの総容量は半分にな

ります。しかし、PRIMEQUEST で構成できるメモリ量の多さを考慮する
と、総メモリ容量が少なくなることは、あまり問題にはなりません。確

かに、二重化されたメモリロケーションにデータを格納することによっ

て、メモリのコストも倍になります。したがって、Extended Mirror Mode
はシステム障害を回避することが非常に重要な環境に最適です。  
 
他のベンダーのエンタープライズサーバには、PRIMEQUEST の Extended 
Mirror Mode に匹敵する冗長性機能を提供するものはありません。メイン
フレーム水準の高い信頼性と可用性に親しんでいるユーザは、特に

PRIMEQUESTのミラーリング機能に価値を見出すでしょう。 
 

柔軟なパーティション機能 
Itanium 2プロセッサチップを 32個まで拡張できる PRIMEQUESTのスケー
ラビリティは、多くの個別アプリケーションにとって、特に Windows や
Linux 上で実行している場合は、日常業務の要件を超えたものでしょう。
それでもなおユーザは、ピーク要件を満たすために柔軟に構成でき、ま

た日常業務に使用するために、独立した別個のパーティションに分割で
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きる大規模なサーバを求めることがよくあります。PRIMEQUEST のパー
ティション機能は、主要な競合製品より優れています。また、大規模な

システムは、複数のサーバの作業負荷を、管理が容易な中央サーバに統

合するためにも使用できます。例えば、異なる作業負荷によって異なる

バージョンのミドルウェアが必要になるなど、ソフトウェアスタックの

競合が発生することがあります。パーティション化によってエラーを分

離できることは、開発中やテスト中のソフトウェアの障害が稼動中の作

業不可に影響を与えないという大きな利点があります。  
 
PRIMEQUEST は、モジュール型の要素によって構成されていることを思
い出してください。各システムボードには最大で 4 つのプロセッサチッ
プ、128GB のメモリを搭載でき、I/O にはシステムの相互接続クロスバー
を通じて接続します。クロスバースイッチに対して、システムボードの

セットを互いに分離するように指定し、これらのシステムボードにアク

セスするように I/O ユニットを割り当てることで、PRIMEQUEST 内に独立
したパーティションを作成できます。独立した各パーティションは、オ

ペレーティングシステムの別個のインスタンスを実行しており、ハード

ウェアまたはソフトウェアに障害が発生しても、他のパーティションと

は物理的に分離されています。 
 
システムのパーティション化については、ベンダーによって異なる方法

を採用しています。例えば IBM では、仮想パーティションを多く採用し
ており、パーティションの分離はソフトウェアに依存しています。しか

し、IBM の hypervisor などのソフトウェアによるパーティションは、ソフ
トウェアのシングルポイント障害の影響を受けやすいものです。またソ

フトウェアのオーバーヘッドは、その作業負荷をネイティブなハードウ

ェアで実行している場合と比較すると、パフォーマンスが低下します。

多くのユーザは、ソフトウェアパーティションの役割をよく知っていま

すが、パーティションを完全に分離する場合は、ハードウェア上で物理

的にパーティションを分離する方法のほうが好まれています。 
 
HP が提供するハードウェアパーティションは、大規模なサーバを「セル
ボード」と HP が呼んでいるハードウェア単位で分割します。しかし、
HP のセルボードパーティションユニットには、プロセッサやメモリだけ
ではなく、I/O へのパスも含まれています。このため、各パーティション
は、I/Oからプロセッサまたはメモリへの比率が固定されています。  
 
PRIMEQUESTでは、 I/Oユニット(IOU)を柔軟にハードウェアパーティショ
ンに割り当てることによって、このような固定化された関係を排除して

います。クロスバースイッチを使用することにより、富士通の柔軟な I/O
は、 I/Oユニットを任意のシステムボードに関連付けることができるため、
処理能力と I/O接続性を適切に混成してパーティションを定義できます。 
図 2では、8つのシステムボードを持つ PRIMEQUEST 480サーバが 4つの
パーティションに分割されています。各パーティションは、異なるソフ

トウェアリリースまたは異なるソフトウェアスタックを含めて、独自の

図 2 
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オペレーティングシステムとして Linuxまたは Windowsを実行しています。
また図 2では、 I/Oユニットも柔軟に割り当てられています。例えば、あ
るパーティションには、2 つのシステムボードと 3 つの I/O ユニットが割
り当てられているのに対して、別のパーティションには 4 つのシステム
ボードと 2つの I/Oユニットが割り当てられています。 
 
Mirror Mode オプションでは、すべてのパーティションを統一する必要がな
いことに注目してください。つまり、あるパーティションを Standard Mirror 
Mode で構成し、より大きな冗長性が必要な他のパーティションは Extended 
Mirror Modeで動作できるということです。 
 
サーバのパーティション化は、同時メンテナンス作業や段階的なアップ

デートを実行するときにも役立ちます。システムボードまたは I/Oユニッ
トとアクティブなパーティションとを電気的に分離して、修理を行うた

めの取り外しやコンポーネントのアップグレードを行うことができます。

ここでも、PRIMEQUEST のフレキシブル I/O により、システムボードまた
は I/Oユニットはサービスやアップグレードのために個別に分離できます。
HP のハードパーティションには、このような柔軟性はありません。また
IBM はハードウェアパーティションを採用していないため、IBM の p5 サ
ーバでは同時メンテナンスや段階的なアップグレードを実行できません。 
 

IDEASの結論 
最近まで、ミッションクリティカルなコンピューティングは、メインフ

レームや少数の UNIX/RISC プラットフォームに委ねられていました。そ
のころ Linuxや Windowsは、比較的小規模な構成が中心でした。現在、ユ
ーザはより重要度の高い作業負荷についても、業界標準のハードウェア

およびソフトウェアソリューションを求めるようになりました。

PRIMEQUEST は、ミッションクリティカルな環境向けに堅牢に設計され
たシステムとして、このようなニーズに応えます。  
 
PRIMEQUESTは、中規模モデルの 420から 32個の Itaniumプロセッサチッ
プモデルの 480 に至るまで、バランスの取れたパフォーマンス、メモリ、
および I/O能力を提供することによって、エンタープライズ環境を対象と
した競合サーバに対して優位にあります。PRIMEQUEST のハードウェア
ベースのパーティション機能は、他のハードウェアベースの実装と比較

すると、柔軟な構成ができるという利点があり、またソフトウェアベー

スのパーティション機能では不可能な同時メンテナンスおよびアップグ

レードができるという利点があります。  
 
富士通の設計は、他の Itaniumベースの SMPとは明らかに一線を画してお
り、同社がハードウェアの高可用性を重視していることがわかります。

ECC や従来からある他の可用性技術を広く使用するだけではなく、この
独自性のあるミラー化されたクロスバーやミラー化されたメモリを使用

することで、PRIMEQUEST プラットフォームは、最も要求の厳しいユー
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ザであっても、ミッションクリティカルなビジネスコンピューティング

に使用できるでしょう。 
 
エンタープライズコンピューティングを必要とするユーザは、従来から

のサプライヤである IBM、HP、Unisys など、各社が提供する各種のシス
テムを候補として考慮します。しかし、ミッションクリティカルな作業

負荷を処理する必要のあるユーザは、必ず富士通を候補として検討し、

PRIMEQUESTの利点をよく吟味する必要があるでしょう。 
 
 
 
【注意事項】 
This document was translated from the original English language document 
(PRIMEQUEST Servers: Mission-Critical Servers for Linux and Windows) created 
by Ideas International Limited. This document was translated into Japanese by 
Fujitsu Limited, and Ideas International Limited has not reviewed the translated 
version of the document as the official version. 
 
本資料は Ideas International Limited によって作成された英文原稿資料
(PRIMEQUEST Servers: Mission-Critical Servers for Linux and Windows) から翻
訳されたものです。本資料は富士通（株）によって日本語に翻訳された

もので、Ideas International Limitedはこの日本語版を正式資料としてレビュ
ーしておりません。 
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